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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成19年６月20日に提出した第69期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第４ 提出会社の状況 

３ 配当政策 



３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿線で示しております。 

 第一部 【企業情報】 

   第４ 【提出会社の状況】 

    ３ 【配当政策】 

    （訂正前） 

  

 当社は連結決算を重視したグループ経営、および株主の利益を重視した経営を進め、株主の皆様のご期待に沿えるよ

う、企業価値の向上と株主価値の増大に努めております。 

 剰余金の配当につきましては、株主各位への利益還元と従業員の福祉、および将来の事業展開のための内部留保の充実

とのバランスを考慮し、中長期的な視点でキャッシュニーズを見ながら定めていきたいと考えております。 

 当社の剰余金の配当の基準日は、毎年３月31日及び９月30日としております。 

 これらの剰余金の配当は、株主総会の決議によらず取締役会の決議により定めることとしております。 

 また、当社は前述の基準日のほか取締役会の決議により、「基準日を定めて剰余金の配当をすることができる」旨を定

款に定めております。 

 内部留保金につきましては、トップシェア企業の供給責任を果たすための生産能力の確保と次世代製品の開発に向けた

設備投資、およびＨＯＹＡブランド確立のためのマーケット投資等に優先的に充当してまいります。さらに企業価値向上

のためのＭ＆Ａ（企業の合併と買収）も積極的に可能性を追求し、タイムリーに投資していく計画であります。 

 当事業年度の期末配当金は業績と将来の成長に備えた内部留保金とのバランスを考慮し、１株当たり35円とさせていた

だきました。すでに実施済みの中間配当金１株当たり30円と合わせて、年間配当金は１株当たり65円となりました。 

 なお、当期の配当性向は、連結ベースで34.9％となりました。  

 当事業年度に係る配当は以下のとおりであります。 

  

  

    （訂正後） 

  

 当社は連結決算を重視したグループ経営、および株主の利益を重視した経営を進め、株主の皆様のご期待に沿えるよ

う、企業価値の向上と株主価値の増大に努めております。 

 剰余金の配当につきましては、株主各位への利益還元と従業員の福祉、および将来の事業展開のための内部留保の充実

とのバランスを考慮し、中長期的な視点でキャッシュニーズを見ながら定めていきたいと考えております。 

 当社の剰余金の配当の基準日は、毎年３月31日及び９月30日としております。 

 これらの剰余金の配当は、株主総会の決議によらず取締役会の決議により定めることとしております。 

 また、当社は前述の基準日のほか取締役会の決議により、「基準日を定めて剰余金の配当をすることができる」旨を定

款に定めております。 

 内部留保金につきましては、トップシェア企業の供給責任を果たすための生産能力の確保と次世代製品の開発に向けた

設備投資、およびＨＯＹＡブランド確立のためのマーケット投資等に優先的に充当してまいります。さらに企業価値向上

のためのＭ＆Ａ（企業の合併と買収）も積極的に可能性を追求し、タイムリーに投資していく計画であります。 

 当事業年度の期末配当金は業績と将来の成長に備えた内部留保金とのバランスを考慮し、１株当たり35円とさせていた

だきました。すでに実施済みの中間配当金１株当たり30円と合わせて、年間配当金は１株当たり65円となりました。 

 なお、当期の配当性向は、連結ベースで33.6％となりました。   

 当事業年度に係る配当は以下のとおりであります。 

  

決議年月日 配当金の総額（百万円） １株当たり配当額（円） 

 平成18年10月19日取締役会決議 12,924 30 

 平成19年５月31日取締役会決議 15,104 35 

決議年月日 配当金の総額（百万円） １株当たり配当額（円） 

 平成18年10月19日取締役会決議 12,924 30 

 平成19年５月31日取締役会決議 15,104 35 
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